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ＦＲＰ防水 ガラスマット 製品仕様 

品質 ガラス繊維  

 
１．はじめに 
ＦＲＰ防水工法において、ＦＲＰ防水層には各種ガラ

ス繊維製品の中でガラスマット（チョップドストランド

マット）が使用される。従来防水用として使用されてい

るガラスマットは JIS3411-1999 で規定されたガラスマッ

トが使用されてきた。これらのＦＲＰ成形品はガラスマ

ットを数枚積層することを前提としたものであるが、Ｆ

ＲＰ防水層においてガラスマットを１～２枚（１～２プ

ライ）という最少の積層枚数でその性能を発揮しなけれ

ばならない。一方実際に過去発生したＦＰＲ防水のクレ

－ムの中で｢ＦＲＰ層亀裂｣が最多頻度であった。 
そこでＦＲＰ防水用としての要求品質に適したガラス

マットの確立を目的としてガラスマットの設計面からの

検討（ＦＲＰ防水用ガラスマット その１で報告）及びＦ

ＲＰ防水施工面からの検討を行った。その結果ＦＲＰ防

水材工業会（略称：ＦＢＫ）推奨品としてＦＲＰ防水用

ガラスマットの製品仕様を設定したので報告する。 
 
２．防水用ガラスマットの要求品質 
今回ガラスマットの設計面とＦＲＰ防水施工面の両面

から検討を行った。 
 

２．１設計面からのガラスマットの要求品質 
（１） ガラスマット質量規格の新規設定 

①最小質量部の強度確保 
 
ＦＲＰ防水用ガラスマットは防水層の膜厚確保とその

物性発現において重要な役割を担っており、局部的に大

きな質量変動及び大きな質量不足が発生した場合、防水

層の強度低下だけでなく防水層内部に歪みが発生し、熱，

紫外線、雨水などの外的負荷により、将来ひび割れなど

の欠陥につながるおそれがある。この為質量変動を低減

することを目的とし見直しを行った。 
  その結果ＦＲＰ防水用ガラスマットの開発（その 1）に

報告通り最小質量部の強度保持率が標準質量部の９０％

以上を確保できる質量規格を設定した。 
設定した質量規格について表１に記載する。 

 

表１   ＦＲＰ防水用ガラスマット質量規格 
 

規格項目 ＃３８０ 
（複層用） 

（2ply 仕様） 

＃４５０ 
（単層用） 
(1ply 仕様) 

３００×３００ｍｍ

当たりの質量（ｇ） 

３４．２ 
 

４０．５ 
 

許容差 （％） 
 

＋２５ 
－５ 

＋２５ 
－５ 

＃３８０ ：  目付け３８０g/m2 タイプガラスマット 
＃４５０ ：  目付け４５０g/m2 タイプガラスマット 
 
２．２ ＦＲＰ防水施工面からの要求品質 
（１） ＦＲＰ防水用として標準品の設定  
（２） 色糸による識別化 
（３） 耳部分の設置 
（４） 有効幅の明確化 
 
施工面からの要求品質として作業性改善・ガラスマッ

トの明確化に着目し、４項目について検討を実施した。 
その結果表２の通り新たに項目を設定する事とした。 
 
表２・ 防水用ガラスマット仕様の特長 

項目 仕様の特長 

①標準品の設定 質量別に２タイプ  
・複層用 ＃３８０   
・単層用 ＃４５０ 
耳あり（片耳・両耳 ２タイプ） 
この組み合わせ４タイプ設定 

②色糸による 
識別化 

ガラスマットの入れ忘れ防止及

び目付け違いの誤使用防止 
・ ＃３８０  ：  赤糸 
・ ＃４５０  ：  青糸 

③耳部分の設置 重ねあわせ部分として５０ｍｍ

以上の耳を設けた 
④有効幅の明確化 有効幅部と耳部の境界に赤線を入

れた 
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① 標準品の設定 
  ＦＲＰ防水用ガラスマットの種類は、質量別に 
質量 380g/m2 （複層用）及び 450g/m2（単層用）の

２タイプ、またそれぞれの質量に対して有効幅の片

側又は両側に５０ｍｍ以上の耳を設置した片耳・両

耳の２タイプの計４種類とした。 
② 色糸による識別化 
  ＦＲＰ防水層はＦＲＰ防水用ガラスマット１～２

プライと最少の積層枚数でその性能を発揮させてい

るため、ガラスマットの欠落は致命的な欠陥となる。

一方ガラスマットに樹脂を含浸させると透明になり

ガラスマットの存在有無の確認が目視では非常に困

難である。今回色糸（染色したチョップドストラン

ド）を混入することで施工中及び施工後でもガラス

マットの存在有無が目視確認できるようになった。 
質量 450g/m2 のガラスマットは主として１プライ

仕様、質量 380g/m2 のガラスマット主としては２プ

ライ仕様に使用される。質量 450g/m2 のガラスマッ

トを使用するところに誤って 380g/m2 のガラスマッ

トを使用した場合、強度低下、膜厚不足等により防

水性能の大幅に低下する。こうした誤使用を防止す

るために 380g/m2 のガラスマットは赤の色糸，

450g/m2 ガラスマットは青の色糸を入れて識別でき

るようにした。またこれらが容易に識別できるよう

に、色糸の混入比率を質量比率で０．５％以上又は

本数比率で０．１％以上と設定した。 
③ 耳部分の設置 
  今回ガラスマットの重ね合わせ部分の段差を緩和

させ、雨水の滞留を防止し、また下地勾配に沿った

スム－ズな排水を可能にするため図１のように幅方

向の端部がなだらかに質量減少させた『耳』を設置

した。又耳の幅は５０ｍｍ以上と設定した。 
 
図１． ガラスマット断面図 

（＃４５０片耳タイプ１０４０ｍｍ幅仕様） 
 
 

 
                                 

 
 

 
*1 ： 赤ラインを入れる（有効幅と耳の境界線） 
*2 ： 青の色糸 

④  ガラスマット有効幅の明確化                          
    ＦＲＰ防水用ガラスマットの幅は、３００×３０

０ｍｍ当たりの質量規格を保証する有効幅の部分と

耳幅の部分からなるが、幅寸法は図１に示すように

有効幅をもって示すこととした。さらに有効幅部と

耳部の境界に赤ラインを入れることにより、施工時

にガラスマットのラップ部分が容易に目視確認でき

るようにした。 
 

３．ＪＩＳ規格との比較 
今回標準化した防水用ガラスマットと汎用ガラスマッ

ト（ＪＩＳ品）との比較を表３にまとめた。 
 
表３． ガラスマット対比表 

項目 ＦＲＰ防水用 
ガラスマット 

汎用ガラスマット

（ＪＩＳ品） 
質量分布 

300×300mm 当たり

規格値 
－５～＋２５％ 

規格値 
±２０％ 

色糸 あり 
①色糸 
  #380 ：赤糸 
  #450 ：青糸 
②色糸の密度 
  重量比率：0.5%以上 

本数比率 ：0.1%以上

（少なくともどちらか   

を確保する事） 

無し 

耳 あり 
幅 50mm 以上 
片耳・両耳タイプ 

無し 

有効幅 有効幅部分と耳

部分の境界に赤

線を入れる 

赤線無し 

 
まとめ 

今回標準化したＦＲＰ防水用ガラスマットは品質向上

ならびに施工時及び施工後のガラスマットの存在有無に

ついての目視確認可能となった。 
このガラスマットはＦＲＰ防水材工業会として推奨し

ており順次切替えを実施中である。 
今後もガラス繊維メ－カの立場からＦＰＲ防水用ガラ

スマットの品質向上に努めていきたい。 

│→    有効幅（1040mm）      ←  │→ 耳部分←│

50mm以上確保

*1     *2 
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